
肢位と筋力第２報
肢位別握力値と持久曲線の比較
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要旨：肢位別の１回目１５回，２回目１５回の休憩前後３０回の，握力連続測定での疲労値からみた筋持久

力は，立位，端座位，背臥位の順となった。また立位ｌに対し端座位０，９５，背臥位０，９１の持久率となっ

た。疲労曲線より訓練時の勇気づけはタイミングが必要である。

キーワード：肢位／筋力／持久力／握力／疲労

１目的

成書によれ筋力は①muscularstrength②muscular

power③muscularenduranceなる用語が用いられ，そ

れぞれ①単一筋群の力②仕事量③①＋②総和

の時間的，頻度的持久性と意味づけられているｎｏ筋持

久力と疲労とは表裏関係にあり，その様相は継続的出力

時の，時間的，頻度的にみた筋力値低下の値変動の推移

より把握し分析できる。

第１報では肢位と筋出力の関係を握力値の比較で発表

したが2)，今回は肢位と持力疲労とが如何なる関係にあ

るのか，同じく肢位別の継続的握力測定値|こで比較検討

した3)。

４結果

実験の目的が肢位と筋疲労の関係調査のため男女比較

については別の機会にゆずる。

ｌ）立位１．２回：反復１５回握力値曲線の比較

表ｌに見られるように１回目最高約３０ｋｇ，最低約

２３ｋｇ，平均約２６ｋｇで１３％の減少率。２回目最

高同じく３０ｋｇ最低２２ｋｇ，平均約２５ｋｇとな

り，１回目との比較では約１５％の減少率である。１．

２回共に１／３前半は同じ値を示したが，後半では１回

目の下降は少なく，２回目は漸次平均した下降を示して

いる。

表１立位１．２回の比較

３方法

１）測定肢位

測定肢位は①開脚立位②ベットの角に端座位③

ベット上に背臥位の３つの肢位を選び，それぞれの肢位

で右手握力を測定した。

２）握力計

握力計は竹井機器・TKK-510GripDデジタル握

力計１個を使用した。

３）測定手技

各々３つの肢位で右手握力値を，日を改め，体側垂

下法にていい前後１５回づつ連続，間に５分間の休憩を

入れ計３０回実施し，その値を記録した。特に疲労出現

に並行して見られる，握力値低下の推移を持久力の目安

とした６１．

４）被験者

筑波技短理学療法学科学生，男７名，女６名，平均年

齢２１，４歳，全員右利きの計１３名に実施した。
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測慣E回数
ロ立位1回目＋立位２回目

２）端座位１．２回：反復１５回握力値曲線の比較

表２に見られるように１回目最高約２９ｋｇ，最低約

２２ｋｇ，平均約２５ｋｇで約１４％の減少率。２回目

最高２８ｋｇ最低２１ｋｇ，平均約２２ｋｇ，１回目と

の比較では約１７％の減少率。２回目ｌ／３後半に逆転

と乱れはあるものの平均的に下降している。
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渕旗E回数
ロ端庫位１回目＋蝋座付２回目

１２３４５６７８ｇ１Ｂ１１ｉ２１３１４１５

閥順巨回数
ロ立{Z１回目＋問&庫付１回目･瀧Ｍｎ1回目

表４肢位別１回の比較表２端座位１．２回の比較

５）肢位別２回目：反復１５回握力曲線の比較

表５に示す曲線では立位に高く，端座位，背臥位では

同じ値での推移が１０回目まで続き，それ以降は端座位

高位となり，それも立位と同程度の値で並行し下降して

いる。

また平均値でも立位を除き，端座位，背臥位で同じ値

で記録きれている。

肢位別平均標準偏差

立位２５．３ｋｇ±8.9ｋｇ

端座位２３．８ｋｇ±8.3ｋｇ

背臥位２３．１ｋｇ士7.9ｋｇ

３）背臥位１．２回：反復１５回握力値曲線の比較

表３に見られるように１回目最高約２６ｋｇ最低約２

１ｋｇ，平均約２３ｋｇで約１１％の減少率。２回目最

高約２７ｋｇ最低約１９ｋｇ，平均約２３ｋｇで約１３
ノ

％の減少率。１回目は上下変動の著しい，且つ前１／３

に値の逆転が認めらる。後半は並行した下降を示してい

る。
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表３背臥位１．２回の比較

１２３４５６７８ｇ１Ｂ１１１２１３１４１５

嗣脹Ｅ回数
□立位２回目＋鮒庫付２回目◇背目Mn２回目４）肢位別1回目：反復１５回握力値曲線の比較

表４では，立位，端座位，背臥位の順に，それぞれ回

が進むにつれて，握力値は下行傾向を示している。特に

背臥位において上下変動の著しい曲線が記録きれている。

また平均値も同じく立位，端座位，背臥位の順になっ

ている。

肢位別平均標準偏差

立位２５．９ｋｇ±8.5ｋｇ

端座位２４．６ｋｇ±8.4ｋｇ

背臥位２３．４ｋｇ±8.1ｋｇ

表５肢体別２回比較

５考察

各表に示された曲線で理解できるように，肢位別前後

１．２回の握力値曲線の比較では，立位１回目１５回の

最高値での可能１５回を基準に考えると，立位では（86.

8％:84.6％）端座位では（82.4％:79.8％）背臥位では

（78.5％:77.4％）と，それぞれの持久率となる。

今回の肢位別握力値の推移から考えられる持久力傾向
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'よ，３群間平均比較では共に立位・背臥位の間で統計処

理上有意水準５％で差が認められたが，その他の間には

差は認められなかった。

筋出力では，単に運動当該部の筋肉のみでなく，運動

特性である集団活動機構が関係し7１，運動時の姿勢，構

えを基本に，働筋，共同筋，拮抗筋､中和筋，とりわけ

固定筋の働きが大きく影響する。またこれら筋群間の強

度的，時間的，空間的な同調と，更に運動を活性化する

意識の集中度合も影響する。同じことがまた疲労や持久

力についても言え，特にここでは声援や勇気づけに基づ

く刺激の波及現象とし'１，端座位２回目後半の曲線上昇

に記録されている。

端座位１回目約１８％

２回目約２０％

背臥位１回目約２２％

２回目約２３％

また今回の実験から

１）肢位別筋持久力について握力値で比較。

２）持久'性を表裏関係の疲労より検討。

３）握力測定での持久力は立位，端座位，背臥位の順

に強い。

４）肢位別握力値の強弱は立位１００に対し端座位で約

９５％，背臥位で約９１％である。

５）筋出力も筋疲労も肢位が影響する。

６）訓練時は筋力のみでなく，疲労出現の様相に注意す

る必要がある。

７）勇気づけ、声援等はタイミングが大切である。'0）

とまとめることが出来よう。

６筋電図所見

固定筋の重要性を，各肢位での握力測定時の筋放電様

相図ｌに求めると，その作用の強いと考えられる立位測

定時の，下腿三頭筋群や大腿四頭筋群の筋放電に僅かな

がら観察できる。 参考文献
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右尺固手根屈筋

左尺圏手根屈筋

右上碗三頭筋

左上画＝困筋

右前匝什筋

左前座骨筋

右大腿四頭筋

左大腿四頭筋

三ｹB代Ｚ立鵠座巫ドイ豆

節電図所見図１

７まとめ

運動時の肢位と筋力並びに頻度持久力の関係を，立位

・端座位・背臥位の３つの異なる肢位で行なった握力値

の比較からでは，立位に於いて筋力，持久力共に最も強

く現れた。特に立位１回目の最高握力値で１５回可能だ

とした基準比較では，次のようになる。

肢位別握力減少率（疲労）

立位１回目約１３％

２回目約１５％
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